
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

 
平成 23 年 6 月 6 日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：マウス interleukin-23(IL-23)遺伝子発現アデノウィルスベクター導
入樹状細胞(DC)の抗腫瘍効果について検証するために、マウスの組換えアデノウィルスベクタ
ー(ファイバー：RGD)(Ad-IL23)を作製した。作製した Ad-IL23 を、マウスの骨髄細胞より誘
導した未熟 DC に遠心法で遺伝子導入し、Ad-IL23 導入 DC を作製した。担がんマウスモデル
で Ad-IL23 導入 DC の抗腫瘍効果を検討したところ、腫瘍抑制効果が認められた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
I investigated whether bone marrow- derived dendritic cells (BM-DCs) adenovirally 
transduced with genes encoding murine IL-23 have therapeutic benefits for antitumor 
immunotherapy. This strategy designed to deliver genetically modified DCs to tumor sites 
is associated with systemic and therapeutic antitumor immunity and could be an 
alternative approach to those using delivery of DCs loaded with defined tumor antigens. 
These results support the clinical development of IL-23 gene-modified DCs in patients with 
cancer. 
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１．研究開始当初の背景 
 IL-23 の全身投与による高い抗腫瘍効果に
着目し、DC からの産生される IL-23 による
抗腫瘍免疫応答を想定したマウス IL-23 遺伝
子発現アデノウィルスベクター導入 DC の機
能的役割を明らかにするため、本研究を計画
した。 
 
２．研究の目的 
 マウス IL-23 遺伝子発現アデノウィルスベ

クターを作製し、マウス IL-23 遺伝子発現ア
デノウィルスベクター導入 DC を用いて研究
を進め、その腫瘍免疫における有用性を明ら
かにし、最終的にはマウス IL-23 遺伝子発現
アデノウィルスベクター導入 DC を用いた癌
特異的 DC ワクチンを臨床試験へトランスレ
ーショナルすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
マウス IL-23 遺伝子発現アデノウィルスベク
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ター導入樹状細胞(DC)の抗腫瘍効果につい
て検証するために、マウスの組換えアデノウ
ィルスベクター(ファイバー：RGD)を作製し
た(図 1)。 
 
図 1 

  
 
作製したマウス IL-23 遺伝子発現アデノウ

ィルスベクターを、マウスの骨髄細胞より、
GM-CSF と IL-4 を用いて 7 日間培養した未
熟 DC に、2,000×g、2 時間(37℃)の遠心法で
遺伝子導入を行い、マウス IL-23 遺伝子発現
アデノウィルスベクター導入 DC を作製した。 
 

４．研究成果 
 コントロールには EGFP 遺伝子発現アデ
ノウィルスベクター導入 DC を用いた。導入
効率、IL-23 産生能の検討を行い、適切な
MOI を 決定し た後、マウス 固形がん
(MCA205、MC38 など)を移植した担がんマ
ウスモデルで、マウス IL-23 遺伝子発現アデ
ノウィルスベクター導入 DC の抗腫瘍効果に
ついて検討したところ、コントロール群と比
較して、有意な腫瘍抑制効果が認められた(図
2)。 
 
（図 2）
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